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香
美
市
立
美
術
館
で
は
、
絵

の
中
の
小
さ
な
旅
・
海
外
編
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
収
蔵
作
品

の
中
か
ら
世
界
各
地
の
風
景
な

ど
を
描
い
た
絵
を
選
び
、
そ
れ

を
鑑
賞
し
な
が
ら
心
の
旅
を
楽

し
む
と
い
う
も
の
で
す
。

　

片
木
太
郎
が
描
く
ロ
ー
テ
ン

ブ
ル
ク
。
石
川
寅
治
の
『
台
湾

風
景
』
。
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ

ア
を
描
い
た
平
賀
亀
祐
、
二
重

作
竜
夫
、
宮
田
重
雄
。
ス
ペ
イ

ン
を
舞
台
に
し
た
真
垣
武
勝
の

『
セ
ビ
リ
ア
』
『
古
代
の
水

道
』
な
ど
、
世
界
中
の
景
色
に

出
合
う
こ

と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
し
て

何
よ
り
、

多
く
の
画

家
の
心
を

捉
え
た
パ

リ
の
風
景

が
た
く
さ

ん
描
か
れ

て
い
ま
す
。

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

　

パ
リ
は
芸
術
の
都
と
言
わ
れ

て
い
る
だ
け
に
、
世
界
中
の
芸

術
家
に
と
っ
て
あ
こ
が
れ
の
地
。

多
く
の
日
本
人
画
家
が
パ
リ
を

訪
れ
て
お
り
、
高
知
の
画
家
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

土
佐
山
田
町
出
身
の
上
島
一

司
を
は
じ
め
、
福
富
栄
、
山
本

茂
一
郎
、
山
脇
信
徳
、
宮
地
俊

一
郎
な
ど
、
多
く
の
画
家
が
パ

リ
を
目
指
し
た
時
代
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
描

か
れ
た
パ
リ
の
風
景
を
見
比
べ
、

そ
の
違
い
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
香

美
市
内
の
小
学
４
年
生
の
作
品

も
展
示
を
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
館
長
・
都
築
房
子
）

シュリー橋／宮地俊一郎シュリー橋／宮地俊一郎

晴れた朝のモンマルトル／上島一司晴れた朝のモンマルトル／上島一司

た
い

ま
つ
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一
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ブ
ラ
タ
モ
リ
老
い
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学
べ
る
歴
史
か
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岡
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初
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早
朝
よ
り
蝉
声
高
く
歌
唱
せ
り 

三
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牧
子

   　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

蛍
飛
ぶ
川
も
な
く
な
り
若
き
日
よ 

有
澤　

春
江

         　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

                    

除
草
剤
入
れ
て
田
植
の
ひ
と
く
ぎ
り 

五
百
蔵
利
美

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 

野
の
花
を
一
輪
活
け
て
梅
雨
に
入
る 
楮
佐
古
き
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

         

き
ゅ
う
り

平
凡
の
日
々
が
好
き
な
り
胡
瓜
も
み 

上
池　

児
未

 　
　
　
　

 　

         

石
段
に
弾
け
る
雨
や
青
葉
傘 

中
村　

紫
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

び 

わ　
　
　
　
　
　

透
析
の
夢
に
妙
薬
枇
杷
の
種 

福
留
と
も
の
り

 

す
い
か 　

                                           

西
瓜
割
目
隠
し
の
眼
も
つ
ぶ
り 

三
谷　

誠
郎

　

                     　
　
　
　
　
　

 　

  　
　
　

      　
　

  

炎
天
に
芋
苗
挿
し
て
峡
の
空 

山
﨑　

寿
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
張
る
や
棚
田
に
星
の
降
り
て
く
る 

森
本　

純
喜

                    

こ
う
べ          

鬼
百
合
の
頭
を
垂
れ
て
迎
へ
け
り 

 

森
本　

幸
美

 　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

                  

梅
雨
晴
間
草
刈
り
の
音
響
き
け
り 

山
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貴
子

　
　

◆
美

良

布

俳

句

会

◆

　
　

 　

   　
　
　
　
　
　

 　

             　
　

    

い
も

掘
る
と
き
の
こ
と
思
わ
ず
に
藷
植
え
る 

岡
本
か
ほ
る

　

  行
列
の
児
ら
の
黄
帽
子
風
薫
る 

明
石
ゆ
き
ゑ

  　
　
　
　

   　

     

つ
い
ば   

さ
ぎ　
　
　

          

植
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し
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に
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の
忍
び
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あ
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二
人
居
の
座
し
て
無
口
や
五
月
雨 

小
野
川
順
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金
目
鯛
焼
け
る
香
を
か
ぐ
今
朝
の
夏 

前
田　

芳
子

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

   

カ
ー
ペ
ッ
ト
替
え
て
我
が
家
も
夏
仕
度 

中
内
ゆ
か
り
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っ
と 　
　

 　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

屹
度
眼
を
慎
太
郎
像
極
暑
か
な 

竹
内　

ろ
草

　

◆
か
が
み
野
俳
句
会
◆

  　

         　
　

  　
　

    　

 

青
田
風
曳
き
入
れ
弾
む
鎚
の
音 

古
川　

信
子

　
　
　
　
　

 　
　

ふ
る
里
は
眼
裏
に
あ
り
花
南
天 

利
根　

弘
子

　
　
　
　
　
　

                     　
　

軽
や
か
に
ラ
ジ
オ
体
操
柿
若
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森
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入
梅
や
畦
に
休
め
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鍬
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鈴
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に
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雲
透
き
て
躙
り
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よ
り
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蝶 

中
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美
晴

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

 　
　

  　
　
　
　
　

      

一
句
吊
る
明
珍
風
鈴
露
地
深
く 

坂
元　

道
子

　
　
　
　
　

 　
　

  　
　
　
　
　

      

万
緑
や
採
用
内
定
ま
づ
一
つ 

佐
竹　

洋
子

　

◆
か

ほ

く

俳

句

会

◆

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

   　

三
尺
寝
夢
見
る
幅
も
な
か
り
け
り 

乾　

真
紀
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初
鰹
楽
し
み
一
つ
土
佐
路
へ
と 

奥
宮
か
な
え

   　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

  　
　
　
　

 　
　

  

青
田
風
歌
声
広
場
あ
と
に
せ
り 

堅
山　

高
子

こ
め
び
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

              　

 

米
櫃
に
米
満
ち
て
あ
り
袋
か
け 

久
保
内
鏡
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
梅
雨
や
瓶
を
振
り
切
る
水
の
音 

黒
岩
千
英
子

  

夏
帽
子
振
り
て
送
り
ぬ
特
攻
兵 

小
松　

隆
之

                                                  

い 

も

百
姓
の
真
似
事
を
し
て
甘
藷
植
う
る 

小
松　
　

昇

                   　
　
　
　
　
　

                               　
　
　
　
　

 　
　
　
　

葉
桜
や
今
日
よ
り
薬
減
り
に
け
り 

杉
山　

春
萌

　
　
　

 　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
祈
祷
本
日
一
粒
万
倍
日 

野
村　

里
史

 

ね 
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合
歓
咲
く
や
余
生
と
云
ふ
は
淡
き
も
の 

前
田　

欣
一

               　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

 

笑
ふ
こ
と
忘
れ
た
る
顔
汗
拭
ふ 

前
田　
　

智

                                         　
　
　

   

石
に
還
る
御
灯
明
台
青
葉
闇 

間
崎　

和
代

 　
　
　
　

   　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
平
和
い
つ
ま
で
続
く
シ
ャ
ボ
ン
玉 

宮
崎
た
だ
し

が
ま
が
え
る　
　

 　
　
　
　
　
　

             

も
り     

蝦
蟇
鳴
き
は
じ
む
月
出
し
杜
に 

宗
石　

愛
喜

　
　

                                       　
　

  

青
梅
雨
や
磨
き
き
っ
た
る
青
磁
あ
り 

森
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之
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束
に
せ
し
不
要
の
書
籍
梅
雨
湿
り 
　

山
崎
か
ず
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
の　

遠
き
日
の
姑
を
偲
び
て
鼓
草　

 

　
　

山
中　

晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
日
様
の
様
な
児
と
ゐ
て
蛙
の
子 

山
中　

瑞
輝

水
張
れ
ば
潜
む
殻
象
浮
か
び
出
る 

山
中　

明
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

詩
の
本
の
言
葉
輝
く
五
月
か
な 

山
中　

花
野

　

◆
土
佐
山
田
町
俳
句
会
◆

け
い
ひ
つ　
　
　
　

    　
　
　
　
　
　

  

警
蹕
の
声
六
月
の
雨
の
杜 

明
石　

韮
生

　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　

        　
　

 

滴
り
や
町
の
天
下
の
龍
河
洞 

甲
藤　

卓
雄

　
　
　

                      　
　
　
　
　

蛍
飛
ぶ
橋
の
向
う
に
母
が
い
る 

森
田　

菊
恵

  　
　
　
　
　

    　
　
　
　

          

あ
じ
さ
い
の
見
事
日
記
の
一
行
目 

前
田　

小
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

     　
　

 

新
緑
の
車
窓
に
青
き
吉
野
川 

笹
岡　

英
世

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

  

升
酒
の
木
の
香
の
ふ
っ
と
釣
忍 

西
内　

道
彦

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

桶
を
落
ち
る
水
音
ゆ
た
か
早
苗
月 

大
石　

邦
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛍
飛
ぶ
静
か
に
闇
を
匂
は
せ
て 

橋
本　

昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

明
六
つ
の
蛇
口
の
し
ず
く
梅
雨
に
入
る 

　

前
田
美
智
子

　
　
　
　
　

さ
さ
や　

耳
許
で
囁
く
神
話
蓮
の
花 

安
丸　

槇
子

み
ず
よ
う
か
ん　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　

    

水
羊
羹
の
水
色
に
透
け
喪
の
家
族 

樫
谷　

雅
道

　
　
　
　
　
　
　

紫
陽
花
の
色
の
中
な
る
水
子
仏 

田
村　

一
翠

FAX

石
段
に
弾
け
る
雨
や
青
葉
傘

石
段
は
、
山
頂
の
氏
神
へ
と
続
く
参
道
で
あ
ろ
う
か
。

季
節
は
梅
雨
。
折
か
ら
の
雨
が
石
段
を
叩
く
。
作
者

は
石
段
に
繁
る
青
葉
を
傘
だ
と
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

今
月
の
キ
ラ
リ

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

星 

祭　

～
旧
七
夕
ま
つ
り
～

◆
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58
・
２
２
２
０

　

吉
井
勇
が
初
め
て
猪
野
々
を

訪
れ
た
の
は
旧
暦
の
七
夕
。
当

時
、
勇
が
見
た
昔
な
が
ら
の
七

夕
飾
り
を
、
猪
野
々
活
性
化
委

員
会
・
猪
野
々
老
人
ク
ラ
ブ
の

ご
協
力
で
再
現
し
ま
す
。
市
内

の
小
中
学
生
が
書
い
た
短
冊
も

飾
り
ま
す
。

　

風
情
あ
る
景
色
を
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
８
月
６
日
（
日
）
～

８
月
12
日
（
土
）

　

星
祭
最
終
日
の
８
月
12
日

（
土
）
に
、
地
域
の
方
に
よ
る

『
地
元
再
発
見
！
』
を
テ
ー
マ

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
露
店
で
の
軽
食
販
売
や
松

明
点
灯
な
ど
、
猪
野
々
地
域
な

ら
で
は
の
企
画
を
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

記
念
館
の
夜
間
開
館
を
行
い
ま

す
（
20
時
ま
で
入
館
可
）
。

【
日
時
】
８
月
12
日
（
土
）

◆
17
時
～
20
時

・
露
店
（
猪
野
々
の
う
ま
い
も

　

ん
販
売
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

　

す
く
い
・
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い)

星 

祭　

地
域
イ
ベ
ン
ト　

開
催

・
魅
せ
る
田
舎
の
技
術
！

（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
・
田

　

舎
の
ハ
エ
叩
き
づ
く
り
・
竹

　

玩
具
づ
く
り
）

◆
18
時
～
20
時

・
松
明
・
竹
キ
ャ
ン
ド
ル
・
渓

　

鬼
荘
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所
前
広

場
（
吉
井
勇
記
念
館
西
隣
）

【
送
迎
バ
ス
】

香
美
市
役
所
本
庁
舎
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。

行
き　

16
時
30
分
発

（
美
良
布
駅
16
時
50
分
）

帰
り　

20
時
発

※

要
予
約

８月２６日（土）～１０月１５日（日）

休館日／毎週月曜日（祝日の場合、火曜日が休館）

絵の中の小さな旅
海　外　編


